
－41－ 

 

〈中学校保健体育〉 

チームで協働して課題解決に取り組む学習指導の工夫 

－チームビルディングを取り入れたグループ学習を通して－ 
 

宜野湾市立嘉数中学校  教諭  根路銘 香織 

Ⅰ テーマ設定の理由 

2021 年度施行の新学習指導要領では，これから予測困難な時代を生きる子ども達に必

要な資質・能力を育てる学校教育の実現を目指し，３つの柱が明記された。その資質・能

力とは，「知識及び技能」，「思考力・判断力・表現力等」，「学びに向かう力・人間性

等」である。文部科学省発行の中学校学習指導要領解説保健体育編（2018）において，保

健体育科の目標は，「体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決

に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持

増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力」を育成すると明記されてい

る。 

その中で，体育分野における課題点として，習得した知識や技能を活用して課題解決す

ることや学習したことを相手にわかりやすく伝えることが苦手であると挙げられている。 

このような現状をふまえて，教師が知識や技能を子ども達に一方的に教え込むのではな

く，子ども達が授業で学んだことを社会で活用できるよう「主体的・対話的で深い学び」

を重視した授業が求められている。そのため，個人の技能やコミュニケーション能力を高

めながら，仲間と協働し，課題解決に取り組む学習指導が必要であると考える。 

これまでの私の授業を振り返ると，教師主導型で自分が教えたいことを生徒に伝達して

いる状況だった。本校生徒の普段の授業は，明るく元気で挨拶が上手であり，リーダーを

中心に主体的に活動できる等の良い点も見られるが，自分のせいで負けるのが嫌だから実

技が苦手であったり，体力がなかったりという理由で体育に対して抵抗感がある生徒が一

部見られる。また，生徒の中には，コミュニケーションが苦手なために，自分の考えを相

手にうまく伝えることができず，チームで課題を解決するには難しい状況が見られる。 

さらに，生徒は個人学習カードにまとめや振り返りを記入することに関しては十分に記入

できるが，チームノートになると，まとめや振り返りの記入が不十分である。 

このような状況から，生徒には，チームで協働したり解決したりする活動や相手に考え

を伝える力が十分に身に付いていないことが推察できる。 

これらの実態を踏まえると，基本的な技能等を高めながら，チームで協働して課題解決

学習に取り組み，コミュニケーションを通してチームワークを高め，課題解決に取り組む

学習指導が必要であると考えられる。 

そこで本研究では，グループ学習で，チームの目標をもって，課題解決を行うための話

し合い活動を取り入れる。その際，生徒が身に付けている個々のスキルや能力を最大限発

揮し，目標達成を目指すことができるチームビルディングの手法を取り入れ，個々の能力

を生かしながら，チームワークを高めることで相乗効果を発揮できる活動を行いたい。 

コミュニケーションが苦手な生徒や運動技能に差のあるグループ内で，課題解決を図る

話し合い活動を行う場面において，チームビルディングを取り入れた学習を行うことで，

チームで協働して課題を解決する力が高まるであろうと考え，このテーマを設定した。 



－42－ 

 

Ⅱ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す生徒像 
〇思いやりの気持ちとコミュニケー

ション能力を発揮し，周囲とより
よい関係を築ける生徒 

〇協働して課題解決に向けて，考え
ることができる生徒 

研究仮説 
 コミュニケーションが苦手な生徒や運動技能に差のあるグループ内で，課題解決を図
る話し合い活動を行う場面において，チームビルディングを取り入れた学習を行うこと
で，チームで協働して課題を解決する力が高まるであろう。 

生徒の実態 
〇明るく元気で挨拶が上手，リーダ

ーを中心に活動できる。 
〇実技の授業が好きな生徒は多い

が，コミュニケーションが苦手な
生徒が数名いる。 

〇リーダーを中心とした数名で活動
はできるがチーム全員で協働して
課題解決する力は不十分である。 

 
教師の実態 
〇教師主導型で教師が設定した課題

を授業で展開している。生 

〇理論研究における知識が十分では
ない。 

〇単元によっては，ＩＣＴ機器を活
用した授業形態が可能である。 

社会的背景 
〇習得した知識や技能を活用して課題解決す

ることが課題 
〇学習したことを相手にわかりやすく伝える

ことが課題 
〇運動する子どもとそうでない子どもの二極

化傾向が見られる 
〇子どもの体力が依然，低下傾向にある  
 
県教育施策 
〇学力向上推進プロジェクト 
〇「問い」が生まれる授業サポートガイド 
 
市教育施策 
〇宜野湾市学校教育 
〇宜野湾市教育振興基本計画 
 
学校教育目標 
 我慢の川を渡り切れ！ 
 やさしく 
 かしこく 
 たくましく 
 

研究テーマ 

チームで協働して課題解決に取り組む学習指導の工夫 

－チームビルディングを取り入れたグループ学習を通して－ 

研究内容 
 研究テーマについての理論研究            検証授業に向けての研究 

１ 課題解決に取り組むには             １ 生徒の実態把握 
(１)体育科における課題解決学習とは        ２ 教材研究       
(２)課題解決を目指す授業実践           ３ 学習指導案の作成        

２ チームビルディングを取り入れた学習とは   
(１)チームビルディングとは 
(２)チームビルディングを取り入れた授業実践 

 

研究のまとめ・研究成果と今後の課題 

検証授業の計画・実践・分析・考察 
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Ⅲ 研究内容 

１ 課題解決に取り組むには 

（１）体育科における課題解決学習とは 

課題解決学習とは，発見した課題に対して今まで学んだ知識や技能を使って，試

行錯誤しながら課題解決を図っていくことである。 

中学校学習指導要領解説保健体育編（2018）における課題を発見し，合理的な解

決に向けた学習過程では，体育分野においては，「各領域特有の特性や魅力に応じ

た課題を発見し，運動に関わる一般原則や運動に伴う事故の防止等の科学的な知識

や技能及びスポーツライフをより豊かにするための知識等を活用して，自らの学習

活動を振り返りつつ，仲間とともに課題を解決し，次の学びにつなげられるように

するといった学習の過程である」と明記されている。 

上記のように明記されているが，過去を振り返ってみると，筆者がそのような実

践を行ってきたかというと十分ではなかったように感じる。チームで課題を見つ

け，試行錯誤しながら全員で話し合い，解決策について考える時間や手立てを行っ

てきたかというと不十分さを痛感している。 

そこで，本研究では，チームで課題を見つけ，それに対して習得した知識や技能

を活用しながら，コミュニケーションを図ったり，ＩＣＴ機器を活用したり，掲示

物を参考にしたりして，解決できる力を身に付けさせたい。そのような授業実践を

行うことで，本校生徒の課題であるコミュニケーション能力の育成と向上が，課題

解決学習を活性化させ，試行錯誤しながら話し合い，チームで課題を解決する力が

高まるのではないかと考える。 

これまでの体育における具体的な実践事例を以下に示す。 

＜実践例①＞ 

小林（2018）による実践では，グループ内でのアップは，考えや意見に違いのあ

る生徒同士のコミュニケーションを円滑にし，協働するためのスキルアップの手立

てとして有効である。また，発問設定の工夫は，互いの違いから学び合う意識を高

め，課題解決のための協働学習させる手立てとして有効であった。さらに共通の目

標を設定し，協働学習に取り組ませたことは，グループの連帯感を高め，学ぶ意欲

の向上につながる手立てとして有効だったと述べている。 

＜実践例②＞ 

 阿部（2015）の実践によると，協働的に課題発見や課題解決を図る指導の工夫に

より，生徒の運動に対する自信や意欲を高めることができた。ＩＣＴ機器を活用す

ることで，運動学習場面や話し合いの場面の時間が確保され，生徒が協働的に課題

発見や課題解決を図る学習を充実させたと述べている。 

以上のことから，先行実践研究をまとめると，グループで課題解決学習を行うこ

とにより，学習意欲や主体性，仲間との関わり合いや知識・技能，思考力等の力が

身に付くと考えられる。したがって，本研究でも，課題解決を図るためにチームで

協働して取り組む授業づくりを工夫していきたい。 
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（２）課題解決を目指す授業実践 

①教材について 

本研究では，１学年の球技ゴール型「バスケットボール」で実践研究を進める。 

中学校学習指導要領解説保健体育編（2018）において，Ｅ球技（第１学年及び第

２学年）の目標は，「勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や成り立ち，

技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，基

本的なボールや用具，バット操作と仲間と連携した動きで攻防を展開できるように

する」と明記されている。 

ゴール型に関しては，「ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴール

前での攻防することを身に付ける」とある。ボール操作とは，「手や足などを使っ

てシュートやパスをしたり，ボールをキープしたりする」ことである。さらに空間

に走り込むなどの動きとは，「攻撃の際のボールを持たない時に得点をねらって，

ゴール前の空いている場所に走り込む動きや守備の際に，シュートやパスをされな

いようにボールを持っている相手にマークする動き」のことである。 

以上のことから，球技の授業において，基本的な技能を身に付けるには，その競

技の特性や技術の名称，進め方等を理解したうえで，技能を習得することを目標に

授業を展開していく必要がある。 

そこで，本研究の球技ゴール型の授業において，ドリルゲームやタスクゲーム等を

効果的に取り入れることが課題解決力や学習意欲を高めるのに有効であると考える。 

②学習カードとチームノートについて 

学習カードやチームノートは，個人やチームごとの活動の記録であり，教師が授

業で十分観察できない生徒の気持ちの変容や技能の高まりを把握できる。また，チ

ームとしてどんな成果や課題があり，それに向けてどのように課題を解決したの

か，状況を把握できる貴重な教材である。 

本研究では，個人学習カードとチームノートの両方を併用し，これまでのものよ

りさらに改善して新たに作成したいと考える。個人学習カードは，毎時間の活動の

めあてやまとめ，振り返りや技能の達成度等が記入できるように工夫する。さらに

チームノートには学習課題に対してや自チームの課題に対して，どのように解決し

ていくのかという部分を記入させていきたい。そして，個人学習カードやチームノ

ートの活用で，授業において生徒の思考力や判断力，技能の高まりがどのように変

容するのかを検証する。 

 

２ チームビルディングを取り入れた学習とは   

（１）チームビルディングとは 

堀ほか（2007）によると，「チームビルディングとは，集まったメンバー同士で

枠組みを共有し，関係性を築いて協働意欲を高め，コミュニケーションしやすい環

境を整えていくという一連のプロセスであり，いわば，個人の集まりをチームにす

るために意識や行動のレベル合わせをすること」と記している。 

ここでいうチームビルディングを取り入れた学習とは，梅垣ほか（2016）を参考

に取り入れる学習である。梅垣ほかの研究において，チームビルディング学習と

は，体育授業で組織する小集団をスポーツチームとして位置付け，チームとは何か
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という原理に関する知識及びチームワークを高める方法を構造的に理解させ，他者

との相互作用により提供した知識を生徒に十分に理解させるという学習を通して，

よりよいチームづくりに取り組ませる教授方法である。 

表１は山口（2008：2009）を参考に梅垣ほかが作成したチームビルディング学習

の知識の主な指導内容を示している。具体的にはチームビルディングで扱われてい

た知識を整理し，山口の知見に依拠して作成されたものである。 

表１ チームビルディング学習の主な指導内容(梅垣ほか，2016) 

 指導項目 指  導  内  容  例 

知
識
１ 

チームとは

何か 

チームとは，目標を達成するために，メンバー同士が協力し合って任務を

果たすことである。チームには，以下の４つの特徴が見られる。①目標があ

る②メンバー全員が協力する③役割分担がある④メンバーに一体感がみられ

る 

知
識
２ 

チームワー

クとは何か 

①メンバー全員がコミュニケーションをとること②メンバー全員がチーム

に愛情をもつこと③リーダーが自分の役割を理解し，任務を果たすこと④メ

ンバー全員が自分のチームの状態を理解し，チームの成長のために行動する

こと 

知
識
３ 

チームワー

クを高める

方法１ 

メンバー全員の性格と技能レベルを理解すること。メンバーの性格と技能

レベルにあったアドバイス(表情，口調，言葉かけ等)をすること。成功した

らお互いに喜び合うこと。他のチームとは違う特徴を出すこと等。 

この研究の成果から，チームビルディング学習を通して，それらの知識を活用し

ながら集団的・協力的な関わり合い活動を行った結果，より具体的に友達との交流

を体験し，体育授業における集団的・協力的な関わり合い活動について，意識を高

めるには有効であったことが明らかとなっている。 

したがって，梅垣ほかが開発したチームビルディング学習が，中学生を対象とし

た体育授業において，生徒の集団的・協力的な関わり合いの強い活動が，個々の能

力やチームワークの向上を高めるだろうと考えられる。   

 

（２）チームビルディングを取り入れた授業実践 

①体育の授業において協働するとは 

体育の授業においては，個人で練習する場面やチームで練習する場面の２つがある。 

まず，個人で練習してできるようになる生徒もいれば，上手くできない生徒もい

て様々である。体育の授業において，個人で練習することで色々な発見や工夫が生

まれる場合もあるが，運動が苦手な生徒においては，友達のアドバイスや支援が必

要な場面もある。このような場面では，コミュニケーションを通して，チームでお

互いが持っている知識や技能を発揮させながら，一緒に練習していくことで，上手

くできるようになると個人だけではなくチーム全員での喜びも分かち合えるように

なる。このような手立てで，体育に対する興味や関心が高まり，体育嫌いの生徒が

少なくなっていくのではないかと考える。 

よって，個人の力がチーム力を高め，協働することの大切さを重視した指導を実

践していきたい。 
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②本研究の授業実践について 

筆者自身，これまでにチームビルディング学習を取り入れた授業を実践したこと

がない。これまでの実践研究を調べてみると，大学や企業等での研究報告が多い。 

本研究におけるチームビルディング学習に，チーム内での個々の能力を発揮させ

るためにリーダーの存在は大きなポイントとなる。リーダーにしっかり授業の内容

を理解させ，メンバーの特徴を把握し，適材適所に役割を決めてほしいこと等を伝

えていく。また，チーム内の動きとして課題解決のために一人一人の意見を聞き，

試行錯誤しながら，課題を解決してほしいことも伝える。さらに，１つの目標に向

かってチーム一丸となって取り組んでいくよう活動するように取り組ませる。 

そのような手立てを行うことで，チームとしての意識が高まり個々の能力が発揮

され，チームでの課題解決を図る力が高まるだろうと考える。 

③本研究における集団的・協力的活動の評価について 

本研究では，チームビルディング学習を通して，チームで一人一人の役割を明確

にし，個々の力が機能し高まることによって，同時にチーム力も高まることで，集

団的・協力的活動がどう変容していくのかを検証したいと考える。 

集団的・協力的活動の評価については，仲間づくりの評価表(高橋ほか，2003)を

活用する。仲間づくりの成果を評価する調査票は，毎授業時間終了時に適用される

形成的授業評価であるという点を考慮し，５因子 10 項目で作成される。 

表２は，５因子を高橋（2003）が設定したものを基に筆者が表に作成したもので

ある。 

表２ ５因子を高橋（2003）が設定したものを基に筆者が作成 

因   子 内   容 

集団的達成 

体育の授業において，「みんなでできた」ことを確認する

項目。授業中に設定されたグループの課題を達成できたか，

それに導かれる喜びを味わうことができたかという点に着目

している。 

集団的思考 

ディスカッションの際に仲間の意見に対して傾聴すること

ができたか，積極的に意見を出し合うことができたかという

点をチェックする項目。 

集団的相互作用 積極的な補助・サポートや励まし合いの活動に着目する項目。 

集団的人間関係 
授業中の活動を通して仲間との一体感，連帯感を味わえた

かという点をたずねる項目。 

集団的活動のへの意欲 
授業中の活動に対する満足度やさらなる活動欲求という情

意的な側面を表す項目。 

表２を参考に，子ども達の集団的・協力的活動への意識が，チームビルディング

学習を通して，協働して課題解決する力が高まることで，本校の課題であるコミュ

ニケーションが苦手な部分や協働して課題解決を図ることが難しいという点の改善

が図られるものと考える。 
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Ⅳ 検証授業 
第１学年 保健体育学習指導案 

令和元年 12 月 23 日（月） ２校時 
１年５組女子 17 名 

６組女子 17 名 計 34 名 
授業者     根路銘 香織 
指導助言    江藤 真生子 

１ 単元名  Ｅ 球技 「バスケットボール」 

２ 運動の特性 

（１）一般的特性 

バスケットボールは，コート内を走り回ってドリブル，パス等でボールを進め，一
定の時間内に相手ゴールにシュートして得点を競い合うスピード感あふれるゴール型
の球技である。ドリブルやパス，シュート等の基本的なボール操作の技能やボールを
持たない時の動き，速攻や合わせの動き等，仲間と連携した攻防でゲームを展開して
楽しむ運動でもある。 

練習を工夫して，ドリブルやパス，シュートが上手になったり，チームで作戦を工
夫したり，課題解決に向けてチームで話し合ったりして，ゲームに生かしていくのも
楽しさの１つである。また，攻防を激しく展開していくスポーツなので，ケガ防止の
ためにマナーやルールを守ったり，お互いを称賛しあう言葉かけを行ったりして，フ
ェアなプレイに取り組もうとする態度や話し合いに参加しようとする態度等も求めら
れる。 

（２）生徒から見た特性 

球技が好きな理由 球技が嫌いな理由 

・チームで協力して作戦を立てたり，
目標を達成したりできるから。 

・勝ち負けを競えるから。 
・仲間や相手チームと交流を深める

ことができるから。 

・自分のせいで負けたりするのが嫌だから。 
・上手に動けなかったり，技能がないから。 
・ルールやマナーを守らない人がいて，嫌な気

持ちになって楽しくないから。 
・体力がないから。 

バスケットボールの授業でどんなことができるようになりたいか 

・基本的な技能を習得したい。 
・たくさん動いて体力をつけたい。 
・勝ち負けに関係なく，グループで協力し合ってバスケットのゲームを楽しみたい。 
・練習して，パスを回したり，シュートをたくさん決めたりして，チームに貢献してゲ

ームをみんなで楽しみたい。 

３ 生徒の実態 

小学校では，バスケットボールの授業を行っている。基本的な技能を細かく指導はさ
れていないが，バスケットボールのゲームの行い方はわかる。 

「あなたは自分の考えをチームにしっかり伝え，作戦会議や反省に生かすことができ
ますか」という質問に，14 名（44％）が「できます」と答えており相手に積極的に伝
える力を持っている生徒が半数近くいるが，15 名（47％）はどちらでもない，３名
（９％）は「できません」と答えている。「コミュニケーションが得意ですか」という
質問に対しても，「どちらかといえば苦手」「苦手」と答えた生徒が 10 名（30％）お
り，他のクラスの事前アンケートに比べるとコミュニケーションが苦手な生徒が多いよ
うに感じる。 

４ 教材観 

バスケットボールは，ドリブルやパス，シュート等の基本的なボール操作の技能やボ
ールを持たない時の動き，速攻や合わせの動き等，仲間と連携した攻防でゲームを展開
して楽しむ運動である。本校生徒の実態に合わせて，体力をつけるためのウォーミング
アップや基本技能の習得のためのドリルゲーム等を取り入れて指導することで，基本的
技能が高まり，チーム力を高めるには効果的な教材である。また，タスクゲームでは，
チームの課題を発見し，解決に向けた話し合いや練習を行うことで，チームの技術力の
向上が図れる教材でもある。 
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５ 指導観 

バスケットボールは，基本的なボール操作の技能や仲間と連携した攻防でゲームを展

開して楽しむ種目である。基本的技能ができないとバスケットボールを楽しめない状況

に陥るので，チームや個人で自主的に練習を行わせたい。その際，以下のことを意識さ

せる。まず，基本的な技能やフットワークの習得ができるようにする準備運動やドリル

ゲームを授業の前半に行う。次に，チーム内でできる人ができない人に教え合う活動を

行う。 

このような活動によりできるようになる楽しさや達成感を味わわせたいと考える。 

また，チームで攻防する際に自チームの課題を発見し，解決できるように話し合い活

動を取り入れ，協働して課題を解決する力を養っていきたい。そのために，学習カード

やチームノートの工夫やタスクゲームを取り入れたり，話し合い活動に必要な教材を工

夫したりして，生徒たちが取り組みやすい環境を作りたい。加えてリーダーの存在は大

きなポイントとなるため，連携を図りながら，後半は授業の流れを把握できるようにリ

ーダー会を取り入れ，チームをまとめるためにどう声かけを行うか等，リーダーが育つ

ような指導を行っていきたい。 

 

６ 単元の目標    

（知識及び技能） 

勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動

に関連して高まる体力等を理解するとともに，基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを

展開することができる。 

（思考力，判断力，表現力等） 

攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができる。 

（学びに向かう力，人間性等） 

球技に積極的に取り組むとともに，フェアなプレイに取り組もうとすること，作戦などにつ

いての話し合いに参加しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとす

ること，仲間の学習を援助しようとすることなどや，健康・安全に気を配ることができる。 

 

７ 本研究との関連 

仮説を検証するために，まず，コミュニケーションが苦手な生徒や運動技能に差のあ

るグループを編成するために，チーム編成を教師が行う。事前アンケートより，各チー

ムにアドバイスをするためのバスケットボール部員や統制力のあるリーダーを１人，コ

ミュニケーションが苦手な生徒を１人，運動やコミュニケーションが得意な生徒を１

人，運動やコミュニケーションが得意でもなく苦手でもない生徒を１人の４人編成とす

る。そして，課題解決を図る話し合い活動の場面を設定し，生徒同士が教え合いや学び

合う授業づくりを工夫したい。次にチームビルディング学習を行い，チームとは何か，

チームワークとは何かといった理論を学習することで，集団的・協力的活動が高まるだ

ろうと考える。また，ドリルゲーム・タスクゲームにおいて，基本的な技能の習得を図

り，教え合う場面や協働して課題解決する場面を設定することで，意欲的に活動し，技

術も向上するのではないかと考え，授業を展開していきたい。 
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８ 単元及び学習活動に即した評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①技術の名称や行い方を理解し
て活動を行っている。 

②基本的な技能を習得するため
のポイントがわかり，基本的
な技能を使ってゲーム等を展
開している。 

③仲間と連携し，ノーマークで
シュートを打つために空間に
走りこんだり，ノーマークの
人にパスをしたり，その状況
を記入することができる。 

➀自チームの課題を発
見し，学習資料を活
用しながら，解決に
向けての運動の取り
組み方を工夫してい
る。 

②話し合いの場面で，
チームの意見を聴い
たり，意見を伝えた
りすることができ
る。 

➀作戦等についての話
し合いに，参加しよ
うとしている。 

➁仲間に助言したりして，
仲間の学習を援助しよう
としている。 

➂健康や安全に気を配
りながら，学習する
ことができる。 

 

９ 具体的な評価基準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Ａ
十
分
満
足 

➀技術の名称や行い方を学習
カードの振り返りに２つ以
上書き出したり，常に活用
しようとしたりしている。 

➁基本的な技能を習得するた
めのポイントを２つ以上書
き出したり，積極的にゲー
ム等に展開しようとしたり
している。 

➂ノーマークでシュートを打っ
たりパスをしたりする動きや
場面説明が２回以上ある。 

➀自チームの課題を発
見し，解決に向けた
運動の取り組み方を
ホワイトボードに具
体的に２つ以上書き
出している。 

➁話し合いの場面でチー
ムの意見を聴いたり，
意見を伝えたりしたこ
とを学習カードに具体
的に２つ以上書き出し
たりしている。 

➀話し合いの活動の場面

で積極的に話し合いに

参加している。 

➁練習やゲーム，話し合

いの場面で常に誰かに

アドバイスしている。 

➂常に健康や安全に気を

配りながら，学習して

いる。 

Ｂ
お
お
む
ね
満
足 

➀技術の名称や行い方を学習
カードの振り返りに１つ書
き出したり，活用しようと
したりしている。 

➁基本的な技能を習得するた
めのポイントを１つ書き出
したり，ゲーム等を展開し
ようとしたりしている。 

➂ノーマークでシュートを打
ったり，パスをしたりする
動きや場面説明が 1 回でも
ある。 

➀自チームの課題を発
見し，解決に向けた
運動の取り組み方を
ホワイトボードに具
体的に１つ書き出し
ている。 

➁話し合いの場面でチ
ームの意見を聴いた
り，意見を伝えたり
したことを学習カー
ドに具体的に１つ書
き出している。 

➀話し合いの活動の場面

で話し合いに参加して

いる。 

➁練習やゲーム，話し合

いの場面で，誰かにア

ドバイスしている。 

➂健康や安全に気を配り

ながら学習している。 

Ｃ
努
力
を
要
す
る
生
徒

へ
の
手
立
て 

➀正式な名称で教えたり，つ

まずいている場合に声かけ

をしたり，学習資料の提示

を行う。 

➁学習資料を提示したり，ポ

イントを示したりしてあげ

る。 

➂どう動けば，ノーマークを

作れるかを提示してあげ

る。 

➀何ができていないかを

振り返らせ，正しい動

きを教えたり，提示物

や学習資料を紹介した

りする。 

➁リーダーに意見が出や

すい雰囲気を作るよう

に声かけをする。どん

な意見を伝えたらよい

かの提示をする。 

➀チームの雰囲気がよ

くなるようにリーダ

ーに声かけをする。 

➁できる生徒が，でき

ない生徒に教える雰

囲気作りに努める。 

➂健康や安全に気を配

りながら，取り組め

るように支援する。 
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10 単元の計画及び指導と評価の計画 

時

間 

 
ねらいと活動 

知識 

技能 

思考

判断 

表現 

態 
 

評価方法 

１ ねらい１学習の内容を知り，単元の見通しをもつこ
とができる 
１チームビルディング学習①２オリエンテーション 

➀   学習カード 

 

２ ねらい１今，持っている力を確かめることができる 
１チームビルディング学習② ２確認テスト 

  ➂ 観察 

学習カード 

３ ねらい１基本的な技能が習得できるコツやポイント
をつかむことができる 
１チームビルディング学習③２ドリルゲームの練習 

➁   
➂ 

学習カード 

観察 

学習カード 

４ ねらい２２対１のような攻撃が 1 人多い場合の攻撃
の仕方を考えることができる 
１チームビルディング学習④ ・W-UP の練習等 
・ドリルゲームの練習・タスクゲーム（２対１） 

 ➀  
 

➀ 

チームノート 

学習カード 

観察 

チームノート 

５ ねらい２３対２の状況で攻撃が１人多い場合の攻撃
の仕方を考えることができる 
１チームビルディング学習⑤ ・W-UP の練習等 
・ドリルゲームの練習・タスクゲーム（３対２） 

➁  
 

➀ 

 学習カード 

 

チームノート 

学習カード 

６ ねらい２４対４の同じ人数で行う場合の攻撃の仕方
を考えることができる 
１チームビルディング学習⑥ ・W-UP の練習等 
・ドリルゲームの練習・タスクゲーム（ハーフコー
ト４対４） 

 ➀  
 
 

➀ 

チームノート

学習カード 

 

観察 

学習カード 

７ ねらい２ オールコートの４対４で自チームの課題
を発見し，解決方法を見つけることができる 
１チームビルディング学習⑦ ・W-UP の練習等 
・ドリルゲームの練習・タスクゲーム（オールコート４対４） 

➀   
 

➁ 

学習カード 

 

観察 

学習カード 

８ ねらい３自チームの課題を発見し，その解決に向け
た話し合いや練習を行い，ゲームを楽しむことがで
きる 
１W-UP の練習等 ２ドリルゲームの練習  
３メインゲーム① ４まとめ・振り返り 

➂  
 
 

➁ 
 

 
 
 
 

観察 

学習カード 

 

学習カード 

９ 

本

時 

ねらい３  
自チームの課題を発見し，その解決に向けた話し

合いや練習を行いながら，ゲームではノーマークで
シュートを入れたり，パスしたりして勝敗を競うこ
とができる 
１W-UP の練習等 ２ドリルゲームの練習 
３メインゲーム② ４まとめ・振り返り 

➂  
 
 
➁ 

 観察 

学習カード 

 

学習カード 

10 ねらい３  
チーム全員が協力して，チームの目標を達成でき

るような作戦を立て，ゲームで勝敗を競って楽しむ
ことができる 
１W-UP の練習等 ２ドリルゲームの練習 
３メインゲーム③ ４まとめ・振り返り 

➂  
 
 

➁ 

 
 
 
 

観察 

学習カード 

 

学習カード 

11 ねらい 今まで学習した技能の高まりを確認するこ
とができる 
・技能テスト 

➁   
 

➁ 

観察 

学習カード 

学習カード 

12 ねらい 
 単元を振り返ってバスケットボールに関する知識
や技能，どんな力が身に付いたかを振り返って考
え，書き出すことができる 

➀ 
➁ 

  振り返り

シート 
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11 本時の学習と指導（９／１２） 

（１）ねらい 

自チームの課題を発見し，その解決に向けた話し合いや練習を行いながら，ゲーム
ではノーマークでシュートを入れたり，パスしたりして勝敗を競うことができる。 

（２）本時の授業仮説 

チームミーティングの場面において，話し合い活動を行うことによって，自チーム
の課題を発見し，解決しようと，これまで行ってきたタスクゲームの解決策や学習資
料を活用しながら，チームで協働して取り組み，課題解決を図ることができるであろ
う。 

（３）本時の展開 

 学習活動 教師の指導・支援 評 価 
 
 
 
 
 
 
導
入 
10 
分 

・集合，整列，号令，出席確認及び
健康観察 
１本時のめあての確認 
 
 
 
 
 
 
２ドリルゲーム（８分） 

タブレットを活用しながら 
 ①リング下シュート 
 ②ランニングシュート 
 ③ミドルシュート 
 ④３ｐシュート 

〇体調が悪い生徒や見学

者は，チームのための活

動を行う。 

 

 

 

 

 

 

〇できる人と自分の動き

をタブレットで確認し，

動きの修正を行うように

声かけをする。 

〇バスケット部は，苦手

な生徒，ランニングシュ

ートの足ができていない

人へのアドバイスを行

う。 

 

 
 
 
 
 
 
 
展
開 
30 
分 

３チームミーティング（５分） 
 前回のゲームでの自チームの課題
から今日の作戦を話し合う 
 
 
 
 
４メインゲーム（オールコート４対４） 

 ゲーム１  
玄関側 Ａグループ対Ｃグループ(４分) 

 舞台側 Ｂグループ対Ｄグループ(４分) 
 
５チームミーティング（５分） 
（課題解決できたかどうか） 
 
６ゲーム２      

玄関側 Ａグループ対Ｃグループ(４分) 

 舞台側 Ｂグループ対Ｄグループ(４分) 

〇前回のゲームでの課題

に対しての解決方法を話

し合うように指導する。 

〇学習資料を見たり，教

科書を見て解決してみよ

うと声掛けを行う。 

 

〇同じグループのメンバ

ーの応援をし，雰囲気が

盛り上がるように声かけ

をする。 

 

〇解決方法が上手くはま

った場合は，そのままの

作戦でいくが，課題が出

た場合には再度解決方法

を話し合わせる。 

 
 
 
 
 
 
 
【知・技③】 
（観察） 
（学習カード） 
 
 
 
【知・技③】 
（観察） 
（学習カード） 

ま
と
め 
10 
分 

７片付け 
８チームミーティング（今日の課題を記入） 

９まとめ・振り返り記入 
・今日の自分のめあては達成できたか記入 

10 集合・発表 
11 まとめ 
12 次時の確認・号令・挨拶 

 

 

〇本時の振り返りを学習

カードに記入させる。 

〇各班の発表についてア

ドバイスを与える。 

 
 
 
【思・判・表➁】 
（学習カード） 

今日のめあて 
自チームの課題を発見し、その解決に向けた話し合い

や練習を行いながら、ゲームではノーマークでシュート
を入れたり，パスしたりして勝敗を競って楽しもう。 
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（４）本時の評価 

①仲間と連携し，ノーマークでシュートを打つために空間に走りこんだり，ノーマークの人にパ

スをしたり，その状況を記入することができる。【知識・技能➂】 

〈Ｂ評価〉ノーマークでシュートを打ったりパスをしたりする動きが 1 回でもある。 

②話し合いの場面で，チームの意見を聴いたり，意見を伝えたりすることができる。

【思考・判断・表現➁】 

〈Ｂ評価〉話し合いの場面でチームの意見を聴いたり，意見を伝えたりしたことを学習

カードに具体的に１つ書き出している。 

12 検証授業研究（良かった点：〇，改善点：●） 

（１）授業者の反省 

〇メインゲームから，ホワイトボードを改良したので，話し合いがしやすい状況であった。

チームミーティングでは，前時の課題より今日の作戦や課題への解決法を話し合ったり，

作戦ボードを活用しながら行っており，積極的な話し合い活動の場面が見られて良かっ

た。中間ミーティングでは，ゲーム１で上手く作戦が成功したチームは，更なるスキルア

ップのため，チームで練習を行っているところもあり良かった。 

〇最後のミーティングでは，今日の課題をチームで確認していたが９時間目になると課題が

少なくなっておりこれまでにたくさんの課題を解決してきたことが推測されて良かった。 

〇クラス全員が積極的に話し合い活動やゲームに取り組み，またプログラムタイマーを活用

することで，授業の流れを理解したうえで，自主的に取り組んでいて良かった。 

●ゲームにおける細かい動きのアドバイスやタブレットを活用して，良い動きや良いデイフ

ェンス等をみんなで共有したり，全体で課題に対して例をあげ，どう動くかといった時間

もあっても良かったと感じた。 

●ＩＣＴ機器や学習資料の活用が十分ではなかった。 

（２）意見及び感想 

〇中学校の体育授業は丁寧さがある。授業が始まる前の場の設定，用具の準備，グループご

とにまとめられたファイルの準備と生徒たちのルーティン化された動きに驚いた。 

〇小学校では，パスを受けた児童や球技が苦手な児童はパスを受けたらすぐに誰かにパスを

したがるし，ボールを持ちたがらないのに中学１年生の今回の授業では，そういう行動が

見られなかった。恐らく基本的な技能が鍛えられているからなのかなと感じた。 

〇話し合ったことをホワイトボードで可視化することで，上手く会話ができない生徒も見る

ことで理解につながっているので，ホワイトボードの工夫も見られた。 

〇授業全般を見て，授業の準備，生徒たちが何をすべきか理解しているということがわかっ

た。学習規律もしっかりしていたし，学習用具の準備もされていて，とても流れがスムー

ズに行われていて無駄がないと感じた。 

〇研究の理論と実践の連動ができていて，チームビルディングを行って良かった。１回目の

ミーティングと２回目のミーテングの動きが違っていて格段に良くなっていた。 

〇バスケットボールをやっている生徒とやっていない生徒の差があまり見られなかった。 

●タブレットをもっと使ってもらって，可視化して外から見ることで，もっと客観的に見る

ことも大事だと思った。 

●ゲーム中に一つに固まるところがあったので，広がるようにリーダーがゲーム中に指示す

る場面が見られたら良かった。 
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（３）指導助言（琉球大学教育学部准教授江藤真生子氏） 

〇もともと活発な生徒が多いのかもしれないが，パスをもらえたり，動けたりするところの

自信をもっているところが積極的な動きにつながっていた。 

〇ドリルゲームを単元に毎時間位置付けていることでコツをつかんできており，バスケット

ボール部員とそうでない生徒の違いが見られなかったことは良かった。また，技能が定着

していたので積極的に動いていたという部分につながっていたと思う。 

〇ハーフタイムの間に配慮されている生徒のシュート練習をチームみんなで自然にできてい

た。このことより，人に教えるということは優しさもあるが，そういう理解や知識を持って

いるということにつながり，認知的な学習の次元としては高いものを持っていると思った。 

〇できない生徒に対してどのように教えればできるようになるというところを生徒自身が知

識として入っていると思われる。 

●「今日のＭＶＰ」の発表等で配慮になった生徒が，この子で良かったと自然に思える場面

があるといいと思う。 

●課題解決の中で，タスクゲームで行ってきた解決策をどう活用しているのかという部分が

ホワイトボードで見られると良かったと思う。 

●評価としてまとめるものがたくさんあるので，何をもってそう言えるのかというのを焦点

を絞ってまとめていってほしい。 

 

Ⅴ 仮説の検証 

  

本研究では，梅垣ほか（2016）が行った研究を参考に，テーマを「チームで協働して課題解決

に取り組む学習指導の工夫」として，チームビルディングを取り入れながら，課題解決を図る話

し合い活動を基盤とした授業展開を行い，仮説に基づいて研究を行ってきた。検証方法は２つあ

る。１つ目は，チームビルディングを取り入れた学習を行うことで，思考力や判断力，技能の高

まりがどのように変容するのかを体育の授業に関するアンケートの結果や学習カード，チームノ

ートより検証する。２つ目は，チームビルディング学習やチームで課題を解決するために話し合

い活動を行うことで，集団的・協力的活動の意識がどう変容し，チームで協働して課題解決する

力が高まるのかを「仲間づくりの成果を評価する」を活用して検証する。 

１ 検証授業 

検証授業では，写真①～⑥で示すように，これまでに学習してきたドリルゲームやタ

スクゲームで学習してきた技能やチームビルディングを取り入れた学習を踏まえて活動

した。まず始めに，学習課題に対してどのように作戦を立てるのか，また，前時のゲー

ムにおける課題を解決しながらゲーム展開を図るのかをチームで話し合いを行った後，

ゲーム１を行った。その後，チームの作戦は成功したのかどうか，または新しい課題が

生まれ，その課題に対してどんな解決策を考えるのか，どんな練習を行うのかを考えさ

せ，ゲーム２を行った。最後にチームの課題が解決されたのか，またどのような新しい

課題が生まれたのかを話し合い，ホワイトボードにまとめる活動を行った。 

仮説：コミュニケーションが苦手な生徒や運動技能に差のあるグループ内で，課題解決

を図る話し合い活動を行う場面において，チームビルディングを取り入れた学習を行う

ことで，チームで協働して課題を解決する力が高まるであろう。 
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（１）写真１ドリルゲームでは，できる人ができない人への教え合いやＩＣＴ機器を活用

しながら，技能のチェックを行う場面が見られた。しかし，９時間目にもなっていた

ので，だいぶできるようになってきており，ＩＣＴ機器の活用が十分ではなく，練習

に力が入っていた。 

（２）写真２・４・６の話し合い活動では，いつも行っている活動なので，生徒たちは積

極的に取り組んで，チームの課題に向き合っていた。コミュニケーションが苦手な生

徒も発言できるような雰囲気をチームで作っていた。 

（３）写真５中間ミーティングでは，課題が解決できていたチームは，もっと良い動きに

近づけるためにシュートが苦手な生徒の練習を行っていた。 

（４）写真３ゲームでは，グループ同士の応援があってとても良い雰囲気で活動できてい

た。バスケットが苦手な生徒に対してルールの工夫をし，得点分けを行った。チーム

の中で一人バスケットが苦手な生徒に対しては得点を５点にし，部活生以外は３点，

部活生は２点，バスケット部員は１点というように変更した。バスケットが苦手な生

徒もチームのために頑張ろうと積極的にシュートを打つ場面が見られて良かった。 

また，グループ間の励ましの声かけ等もあり，クラス全体でバスケットの授業に積

極的に取り組んでいる様子が生徒の活動から見ることができた。さらにアンケート結

果からも課題を解決することができたかや意欲の高まりやチームワークの高まりが評

価表の結果からも伺えた。 

 

２ 協働して課題解決を図る授業の検証 

（１）協働して課題解決を図る学習場面 

①タスクゲームやメインゲームから見る課題解決をする力の変容（チームノートから） 

チームノートには，課題解決に向けた話し合いの内容を毎時間写真に残し，張り付

けた。その結果から，学習課題に対して自チームの課題や解決方法を書き出し，内容

が適切であるかどうかを〇×で示し，各班の変容を見てみた。表３はチームノートよ

り学習課題に対しての自チームの課題や解決方法の内容の適正度を表した表である。 
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写真２ 導入 話し合い活動 写真４ 展開 話し合い活動 写真６ まとめ 話し合い活動 
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表３ チームノートより学習課題に対しての自チームの課題や解決方法の内容の適正度

 
表３の結果より，４時間目～６時間目までは，教師の説明をうまく理解できていな

かったため，生徒が課題を記入してからその解決方法を記入することを理解しておら

ず，課題を記入せずに解決方法だけを書き出している班が多かった。４時間目から６

時間目に記入された解決方法の内容は適切であった。８時間目からは，学習の流れや

課題解決の方法を理解し，ホワイトボードも改良したので，各班とも課題をしっかり

記入し，その解決方法を書き出しており，その方法も適していた。１班の課題が×に

なっている理由は，課題を記入しているのではなく，やりたい動きを記入していたか

らである。他の班の課題が×になっているのも，やりたい動きを記入しているために

×になっている。４時間目から 10 時間目の授業を通して，〇が増加していることか

ら，タスクゲームを行うことで，自チームの課題を発見し，解決方法をチームで考え

て解決している様子がチームノートや毎時間の活動から見て取れ，課題を解決する力

が高まったと考えられる。 

 

➁ドリルゲームやタスクゲームからの生徒の振り返り（学習カードより） 

写真７のＡさんのまとめの記述より，ドリルゲームにおいて「ランニングシュート

のコツや３Ｐシュートのコツがわかった」やタスクゲームにおいて「２対１のときに

パスカットされないためには，あまり離れすぎないでパスをもらうということがわか

ったのでゲームに生かしたい」という記述があり，チームで協働して課題解決した

り，できる人に教えてもらった結果，コツが記入できたりして知識や技能の習得につ

ながっていると考えられる。 

また，写真８Ｂさんのまとめの記述より，「ゴールの四角に集中してねらうとだん

だんボールが入りやすくなりました」，写真９Ｃさんのまとめの記述より「〇〇さん

にランニングシュートを教えてもらってできるようになって良かった」，写真 10Ｄ

さんのまとめの記述より「２対１の時にどんな動きをすれば入るかを教えてあげて，

友達がシュートが入るようになったのでうれしかったです」という記述があり，ドリ

ルゲームやタスクゲームを行いながら，知識や技能が高まることで，自分の課題やチ

ームの課題を解決していく力がついていることが伺える。 
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以上のことから，ドリルゲームやタスクゲームを行うことで，生徒は基本的な技術の高

まりや運動の動きのコツを知り，知識や技能の高まりがあった。また，生徒同士教え合

い，コミュニケーションを取りながら学習を行うことで情意的な側面にも効果があった。 

➂課題解決における意識の変容 

「課題解決学習に関する質問」に対して，「あてはまる」が４点，「どちらかとい

えばあてはまる」が３点，「どちらかといえばあてはまらない」が２点，「あてはま

らない」が１点の４件で回答を求めた。単元の前後に調査を行い，平均点を算出し，

ウィルコクソンのＴ検定を用いて比較を行った。その結果，課題解決学習について好

意的な変化が見られた項目を表４に示した。 

表４ 好意的な変化が見られた項目 

項目 質問内容 １時間目 単元後 

４ 
体育の授業で学習したことは，将来，社会に出

て役に立つと思いますか。 
 

2.94 
 

3.30 

５ 
運動の行い方がわからないときは，あきらめず

にいろいろな方法を考えますか 
 

3.00 
 

3.27 

７ 
体育の授業で運動を行うとき，正しい行い方や

コツを理解するようにしていますか。 
 

3.15 
 

3.55 

12 
体育の授業で，自分の考えをまわりの人に説明

したり，発表したりしていますか。 
 

2.44 
 

2.94 

13 
体育の授業で，運動ができるようになる練習 
（学習）を行うことは好きですか。 

 
3.19 

 
3.42 

14 
体育の授業では，自分の課題を理解しようとし

ていますか。 
 

3.38 
 

3.64 

表４の結果より以下のことが推測される。 

〇項目７と 14において，ドリルゲームにおいて，できる人の動きを見たり，教えてもらうこ

とでできるようになったり，タスクゲームによって，チームの課題や自分の課題に気づい

て解決しようとする意識の変容が，運動の正しい行い方やコツ，自分の課題を理解しよう

とし，好意的な変容が見られたのだろうと思われる。 

〇項目５と 13においても，ドリルゲームやタスクゲーム，メインゲームを行うことで，でき

る人に教えてもらったり，チームで協働して課題を解決したり，できなかったことができ

写真７ Ａさんのまとめの記述より 

写真８ Ｂさんのまとめの記述より 

写真９ Ｃさんのまとめの記述より 

写真 10 Ｄさんのまとめの記述より 
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るようになった喜びを知ることで，運動の行い方がわからないときはあきらめずに色々な

方法で行おうと思ったり，どう動けばできるようになるのかといった練習を行うことを意

識するようになったり，できるようになるためにあきらめずに練習しようという意欲が変

容に現れたのではないかと考えられる。 

〇項目 12 では，恐らくこれまでは意見を言う人のみがミーティングを行っていたために，

意見を言うことがなかった人たちが，今回のチームビルディング学習を行うことで，考え

を説明したり，発表したりできるようになり，発表することに対して好意的な変容に変わ

ってきたのではないかと考えられる。 

〇項目４では，このバスケットボールの学習を通して，できないことができるようになった

り，チームで話し合いをすることで話せなかった人とコミュニケーションができるように

なったり，自分たちの課題を発見して協働して解決することで，学校生活や社会生活にも

同じような場面に直面した際に役に立つのではないかと考えるようになったため，好意的

な変容が見られたのではないかと思われる。 

以上のことより，本実践によって生徒は，課題解決学習における課題の把握や解決のた

めに試行錯誤すること，自分の考えを説明・発表することに対して，単元前より好意的な

変容が見られたと捉えられる。さらに本実践において，体育授業の学習の価値についても

認識するようになったと考えられる。 

 

（２）チームビルディングを取り入れた学習から見る意識の変容 

チームビルディング学習を取り入れたバスケットボール単元の授業が，集団的・協力

的な活動であったかどうかについて，小松崎ら(2001)の評価表を用いた。質問項目に，

「はい」，「どちらでもない」，「いいえ」で回答を求めた。各項目の回答に，「は

い」を３点，「どちらでもない」を２点，「いいえ」を１点として，平均点を算出し

た。さらに各質問項目から構成される４つの集団的達成，集団的思考，集団的相互作

用，集団的人間関係，集団的活動への意欲の各因子の平均点を算出した。単元の１時間

目と検証授業（９時間目）で平均点を算出し，ウィルコクソンのＴ検定を用いて比較

を行った。 

単元１時間目と９時間目の平均点を比較した結果，集団的達成，集団的思考，集団

的人間関係の各因子の得点に有意差が認められた。いずれの因子においても，単元後

に得点が上昇した結果となった。 

図２より，集団的達成は，授業中に設定されたグループの課題を達成できたか，ま

た，それに導かれる喜びを味わうことができたかという点に着目している因子であ

る。本実践では，４時間目から学習課題を

提示し，チームで話し合い，実際にタスク

ゲームを行いながら課題に対して解決方法

を考えてきた。その際，リーダーのチーム

をまとめる力と，みんなの意見を聴いたり

伝えたりができる雰囲気でチーム全員で解

決してきたこと，チームみんなで喜び楽し

めたことが，有意に差が出た結果につなが

ったのだろうと思われる。 

2.38

2.94

2.00

2.50

3.00

1時間目 検証授業

図２ 集団的達成 

０  

平

均

点  

時間  

* 

（ *：Ｐ＜．05） 
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図３より，集団的思考は，チームで仲間の意見を傾聴することができたかや積極的に

意見を出し合うことができたかという点に

着目している因子である。本実践では，チ

ームビルディング学習の「チームワークと

は」や「チームワークを高める方法２・

３」を理解できたことから，チーム全員が

コミュニケーションを持ち，話し合いの時

に必ず意見を言ったり，リーダーがメンバ

ー全員の意見を受け入れたり，意見をよく

聴くことで，チームが仲間を大事にし，意

見を傾聴したり，積極的に意見を出し合える雰囲気ができていたと思われる。 

図４より，集団的人間関係は，授業中の活動に対する満足度やさらなる活動欲求とい

う情意的な側面を表している。本実践で

は，検証授業当日のゲームがどのチームも

盛り上がった。 

グループ同士の応援や良いプレイに対す 

る拍手が多く，また，接戦したゲーム展開 

であったため活動に対する満足度や今度も 

またこのチームでゲームをしたいという欲 

求が高まったのだろうと思われる。 

 

（３）授業前後の生徒アンケートから見る意識の変容 

大きな変容としては，３つ挙げられる。 

１つ目は，図５より，事前では，バスケットが苦手な生徒が２６名いて，その理由に，

「ドリブルはできるがシュートができない」，「ルールがわからない」，「人とぶつかるか

ら」等の理由で，バスケットが苦手な生徒が多かった。しかし，授業を終えて，得意・どち

らかといえば得意とする生徒が大幅に増加した。その理由として「基本的な技能ができるよ

うになったから」，「シュートが入るようになった」，「チームのメンバーで話し合ったり

して作戦を考えたりすることができたから」，「できないところを教えてもらったから」等

の理由が多かった。このことからできなかったことができるようになったり，チームで教え

てもらったり等協働して活動することで，苦手だった種目が少しずつ得意になっていくこと

が推測される。 
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２つ目は，図６より，「球技の楽しさを感じる時は，どんな時ですか」という問
いに，事後アンケートでは，「チームで協力して作戦を立てたりして目標を達成で
きるところ」，次に「仲間との交流」，「勝ち負けを競えるところ」の順で多くな
っていた。この結果は，恐らくチームビルディング学習を取り入れたことで，目標
を達成するためにチームで協働して話し合い活動を行い，課題を解決しながらゲー
ムを楽しんでいたからではないかと思われる。 

 

 

 

３つ目は，図７より，事後「授業を終えて何ができるようになりましたか」とい
う質問に対して，「基本的な技術の習得ができた」，「グループで話し合い活動を
して作戦や練習をして目標を達成させることができた」，「練習してパスを回した
りシュートをたくさん決めたりして，チームに貢献でき，ゲームをみんなで楽しむ
ことができた」の順で多かった。 

この結果から，ドリルゲームをしっかり取り組んでいたために基本的技能の習得
が図れたのではないか，また，チームの目標を掲げたり毎回学習課題や自チームの
課題に対してチームで協働して解決に向かったり，チームビルディング学習を行っ
たためにこのような結果がでたのではないかと推測される。 

 

３ 検証のまとめ 

コミュニケーションが苦手な生徒や運動技能に差のあるグループ内で，課題解決を図る話し合い
活動を行う場面において，チームビルディングを取り入れた学習を行うことで，次のような生徒の
変容が見られた。 
〇チーム全員が意見を伝えたり，聴いたりして良い雰囲気を作ることができ，協働して課題に取り
組んで解決しようと意欲的に取り組む姿が見られた。 

〇ドリルゲームやタスクゲームを行うことで，一人では解決できないことをチームで協働して解決
しながら，個々の基本的技能が高まり，ゲームで活躍する場面が増えた。 

〇教えた側の生徒ができなかった生徒に教え，できるようになったことで，お互いの嬉しさや喜び
もあり，チームが一体感にあふれ最後のリーグ戦が盛り上がり，授業への満足感を実感できた。 
以上のことより，コミュニケーションが苦手な生徒や運動技能に自信がない生徒もチームビルデ

ィングを取り入れた学習を通して，協働して取り組むドリルゲームやタスクゲーム等，授業づくり
を工夫することで，バスケットボールの知識・技能が高まり，チームで協働して課題を解決する力
が高まる（仮説）ことを検証することができた。 
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Ⅵ 研究の成果と課題 

本研究の目的は，チームビルディングを取り入れたバスケットボール単元の授業におい

て，チームで協働して課題解決することを通して仮説を検証することである。理論研究や

授業実践を通して，次のような成果が見られた。 

１ 研究の成果 

（１）本研究を通して，「チームビルディングを取り入れたグループ学習」を行うこと

で，仲間での教え合いや知識や技能の高まり，自チームの課題を発見し解決するま

での力が身に付くことで，チームで協働して課題解決に取り組む力が高まることが

検証された。 

（２）集団的・協力的活動において，チームビルディング学習の理論を取り入れたり，

リーダーへの支援や生徒一人一人の役割分担，チームの目標を掲げることで，生徒

一人一人が機能し，役割をこなすことでチーム力が高まった。 

（３）生徒一人一人がチームワークを高めるための方法を習得し，チーム内でお互いを

励まし合い称賛し合うことで，個々の潜在能力が引き出され，それぞれの場面で力

を発揮することにより，チームワークが高まり，より良い関係性を築けることがで

きた。 

 

２ 今後の課題と対応策 

（１）自チームの課題をチームノートに十分に記入できなかったチームがあり，チーム

ノートの活用については事前に指導する必要がある。 

（２）日常的にチームビルディングを取り入れた学習を，学級経営や学校生活の場面に

取り組んでいきたい。 

（３）体育が得意な生徒，苦手な生徒もお互いが楽しめる授業を目指して，授業改善を

図っていきたい。 
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